
 

 

 

 

 

 

 

日本株短期売買研究会 

 

＝＞短期トレードを成功させる４つのポイント http://www.1advantage.info/ 

＝＞２７種類のデイトレード手法 http://www.1advantage.info/dt/daytrade.html 

＜＜無無料料レレポポーートト＞＞  

短短期期売売買買投投資資手手法法ハハンンドドブブッックク  
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スイングトレード／トライアル局面の投資法  

● 拡大タートル・スープ 

 トライアル局面での有名な投資手法として「タートル・ス

ープ」という投資手法がありますが、「タートル・スープ」投

資法は一日中場を見てトレードが出来る環境にある人で

ないと利用できない投資法です。そこで当ＨＰでは本家の

「タートル・スープ」に改良を加えたジェフ・クーパーの投資

手法「拡大タートル・スープ」を解説します。 

（参考書籍／ヒットエンドラン株式投資法／ジェフ・クーパ

ー著／パンローリング発行） 

 

買いのトレードルールは 

（1）今日、株価は過去 20 日間の安値を更新する。 

（2）前回の過去 20 日間の安値を更新したのは 4 営業日

以上前である。 

（3）今日か明日、株価が前回の過去 20 日間の安値を上

回り、さらにその日の値幅が過去 4 日間の中で最大なら

ば、翌日に前日の高値の 1/16ポイント上で買う。（下記の

実例解説では 1/16 ポイントを 1 呼値と考えて解説してい

ます。） 

 

となっています。 
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  上図チャートで①の日に拡大タートル・スープのお膳立てが整っています。トレードルールが少し複雑に思えるかもしれませんが、

チャート内の数字やラインを参考に下記の解説を読んで理解をして下さい。 

 

 ①の日に株価は過去 20日間の安値を更新しています。赤いラインが過去 20日間の最安値ラインで、その最安値をつけた日は①

から逆算して 4 営業日以上前です。 

4 営業日というのは取引が行われている月曜から金曜までで数えます。取引のない土日や祝日は含めません。 

 

 ①で株価が前回の過去 20 日間の最安値を更新した後に、株価はその最安値から値を戻して赤いライン上に戻ってきています。 

（今日、過去 20 日間の最安値を下回って、更に安値をつけたのだが、そこから買い戻されてきて値を戻し、過去 20 日間の最安値ラ

インを下から上へ上抜いて株価が再び上昇してきた、ということです。） 

 

 さらに①の日の値幅は過去 4 日間の中で最大となっています。値幅とは高値と安値の差になります。 

 

 上記で拡大タートルスープの条件が揃っていますので、ルールに従って「翌日に前日の高値の上で買う。」ことになります。 

上図チャートではオレンジ色の矢印で指されている赤い●付近がエントリーポイントになります。 

 

 この投資法は「サポートラインを下抜いてブレイクダウンしたのだが、結局買い戻されてブレイクダウンはダマシに終わった。」という

株価の動きを利用した投資法です。（つまりブレイクダウン狙いのトレーダーは読みを間違えた、ということになります。） 

 

 サポートラインを下抜いた時点で空売りで参入してきたブレイクダウン狙いのトレーダーの慌てた買い戻しオーダーと、買い方のオ

ーダーとが重なって急反転した形です。 

 

 また、上図はチャートパターン的に見ると「トリプルボトム」といわれる型にもなっています。 
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スイングトレード／チャネルを利用した投資法  

● チャネルライン 

 上昇する株価の切り上がる「安値」と「安値」を結んで

引くラインを上昇トレンドラインといいます。トレンドライン

の基本的な役目はトレンドの方向性を確認することです

が、トレンドラインには上昇する株価の押しを支えるサポ

ートラインとしての機能もあります。 

 

 そのトレンドラインに平行に高値同士を結んだラインは

チャネルラインと呼ばれます。 

チャネルラインは上昇する株価の限界線＝レジスタンス

として売り時の目安に使うことができます。 

この２つのラインを利用して売り買いを繰り返す投資法

がチャネルライン投資法です。 

  

 チャネルは左図のような２本のラインから形成されます。

下に位置するラインがトレンドラインです。上方に位置す

るラインがチャネルラインです。 

 

 トレンドラインをサポートラインと考えて、株価がこのラ

インに触れた時にトレードチャンスが生まれます。 

株価が反転上昇を始める地点が買いのポイントになりま
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す。上図ではオレンジ色の矢印の地点になります。 

 

 エントリータイミングは株価がラインに触れた後に前日または前々日の高値を上抜く時や、ＲＳＩ・ストキャスティック等のオシレータ

が売られすぎを示した時、またはそれらのオシレータの反転を確認した時などが良いでしょう。 

また逆張りに徹するトレーダーならばラインに触れた当日や翌日に注文を入れる人もいるでしょう。 

 

 トレンドラインから反転上昇した株価のターゲットはトレンドラインと平行に走るチャネルラインになります。 

このラインに株価が触れた時点で手仕舞いです。上図では青い星印の地点になります。 

 

 チャネルラインを利用したトレードを行う際には出来高に注目することも重要です。 

上昇トレンド銘柄での理想的なの出来高の推移は 

・チャネル内で上昇している時＝出来高が増える。 

・チャネル内で押している（下降）時=出来高が減少する。 

のが理想です。 

 

 また、株価がトレンドラインに接触した後に、反転することなくトレンドラインを下抜くようであれば、トレンドが変わった可能性があり

ますので、チャンネルトレードは一旦見送ります。再度トレードを仕掛ける場合には、株価が再びトレンドライン上に戻ってきたのを確

認してから行います。 

 

 単純な手法ですが短期トレードの定石手法の一つです。 
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スイングトレード／テクニカル指標を利用した投資法  

● ノントレンドと RSI 

ＡＤＸもＲＳＩもＪ・ウェルズ・ワイルダー・ジュニアによ

って開発されたテクニカル指標です。どちらも大抵のチ

ャートソフトで表示が可能です。 

 

 それぞれのテクニカル指標を簡単に説明しましょう。 

ＡＤＸはそのラインが「上昇中」または「一定数値（例え

ば 14期間で計算したＡＤＸの数値が 30）以上」の場合

には、「トレンドがある。」と判断されます。 

逆にＡＤＸラインが下降を開始したり、低い数値で推移

している場合には「トレンドが無い。」と判断されます。 

 

 ＲＳＩは「行き過ぎた売られすぎ」「行き過ぎた買われ

すぎ」を表す指標です。「行き過ぎた売られすぎ」がＲＳ

Ｉの数値から判断できれば「買い戻される確率が高い」

と考えて買いに入る、または逆に「行き過ぎた買われ

すぎ」がＲＳＩから判断できれば「売られる確率が高い」

と考えて空売りや利益確定の準備をする、といった判

断が基本的な使い方になります。 

 

 



 

Copyright© ファーストアドバンテージ有限会社 2007～ All Rights Reserved. 

7 

一般的にはＲＳＩが７５％以上の数値を示す時を買われすぎ、２５％以下を示す時を売られすぎとして見て、２５％以下になったら買

い、７５％以上になったら売り、という逆張り指標として使います。 

 

 但し、ＲＳＩをはじめとするオシレータ系の指標全般について言えることですが、欠点として「トレンドがある時にはこのＲＳＩはダマシ

が多くなる」ということです。 

つまり「売られすぎだから買おう」と思って買いに入ると、そのまま下降トレンドに突入してしまい「さらに株価が下がって損をする」と

いう結果になる場合があるということです。逆に言うとＲＳＩはトレンドの無い時には機能する確率が高くなるということにもなります。 

 

 そこでＡＤＸのようなトレンドフォロー指標と、ＲＳＩのようなオシレータ指標を組み合わせて考え出されたのが前ページの投資手法で

す。 

 

 上図の最下段で「強いトレンドの無い期間」と記されている期間はＡＤＸが低い数値で推移しておりトレンドが無い時期であることが

確認されます。 

トレンドが無いわけですから、このような時期にＲＳＩを利用して売られ過ぎや買われすぎを判断して売り買いのタイミングを計るので

す。 

 

 上図では「強いトレンドの無い期間」にＲＳＩが 3度売られすぎを示しています。（赤い丸印の部分） 

ここを買いに入るタイミングとして利用することができるわけです。 
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デイトレード／コンソリデーションを利用した投資法 

● コンソリデーションブレイクアウト 

上値余地がありそうな局面で、売り手と買い手の力が拮抗しつつ、株価の上下動が徐々に小さくなっていく場合があります。この

状態をコンソリデーションと言います。チャートパターン的には日中足で上昇トライアングルを形成している形です。これは買い勢力

が徐々に力を増しながら下値を切り上げ、対抗する売り勢力は防戦を迫られている、と読むことができ、一般的にこのパターンは上

昇トレンドにおける強気の継続パターンと言われます。 

 

この時に形成されるレジスタンスラインの上方へのブレイクアウトがデイトレードでのエントリーポイントになります。 

 

 トレードルールは次の通りです。 

 

1. 株価がコンソリデーションを始め、日中足で上昇トライアングルのチャートパターンが形成される。 

2. 株価が上昇し、上昇トライアングルで形成されたレジスタンスラインを上方にブレイクアウト（上放れ）した場合にエントリーする。 

3. ロスカットは次ページ参照。 

 

 次ページでトレードの概要図を示します。 
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●印＝買いのエントリーポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株価がコンソリデーションを始め、 

日中足で上昇トライアングルの 

チャートパターンが形成される。 

日中足の動き 

ロスカットはブレイクアウトラインの数呼値下。 

※どの程度の巾を取るかはトレーダー自身が決定する。 

レジスタンスラインを 

ブレイクアウトする。 

日中足 
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事例 

 

左図は２日分の５分足チ

ャートです。 

 

２日めの前場にチャート

パターンで上昇トライアング

ルを形成しています。 

 

この時に形成されるレジ

スタンスラインの上方へのブ

レイクアウトがデイトレードで

のエントリーポイントになりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日め ２日め 

株価がコンソリデーションを始め、 

上昇トライアングルの 

チャートパターンを形成 

レジスタンスライン 
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デイトレード／ブレイクアウト後の投資法 

● バウンスバック 

特定時間のレンジの上限やレジスタンスラインをブレイクアウトした後に、一度下押ししてブレイクアウトした地点の水準まで株価

が戻る場合があります。これをバウンスバックと言います。真正のブレイクアウトであれば、バウンスバック後に株価は再び上昇を始

めることになります。 

 

ブレイクアウト後に必ずバウンスバックが発生するわけではありませんが、発生後に株価が再びトレンド方向に向かい始めたタイ

ミングはブレイクアウトで入れなかったトレーダーや慎重なトレーダーがエントリーするポイントになります。 

 

 トレードルールは次の通りです。 

 

1. 株価が特定時間のレンジの上限やレジスタンスラインをブレイクアウトする。 

2. ブレイクアウト後に、株価が一旦下押しする。 

3. ブレイクアウトした水準から再び上昇を始めるタイミングでエントリーする。 

 

 次ページでトレードの概要図を示します。 
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●印＝買いのエントリーポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定時間のレンジの上限や 

レジスタンスラインを 

ブレイクアウトする。 

日中足の動き 

ロスカットは次のいずれかとなる。 

（1）ブレイクアウトラインの数呼値下。 

  ※どの程度の巾を取るかは 

トレーダー自身が決定する。 

（2）レンジの下限を下抜いた場合。 

ブレイクアウト後に、 

株価が一旦下押しする。 

 
ブレイクアウトした 

水準から再び上昇する。 

日中足 
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事例 

 

左図は２日分の５分足チャートで

す。 

 

 ２日め（チャート右側）の寄付き

から１時間のトレードレンジの上限

は前日（チャート左側）の高値と同

水準です。 

 

 このような節目が重なっているレ

ジスタンスはブレイクアウトトレー

ダーが注視しているポイントになり

ます。 

 

 このレジスタンスを上方へブレイ

クした時にエントリーできなかった

トレーダーや慎重なトレーダーはブ

レイクアウト後のバウンスバックか

らの反転でエントリーを行ないま

す。 

 

 

寄付きから１時間の 

トレードレンジの上限 

ブレイクアウト後に 

一旦下押す＝バウンスバック 

１日め ２日め 
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＝＞短期トレードを成功させる４つのポイント http://www.1advantage.info/ 

＝＞２７種類のデイトレード手法 http://www.1advantage.info/dt/daytrade.html 

<免責条項> 

・ 本書の読者は、株式、先物、為替、オプションなどの取引による損失を含むすべての危険を自己の責任として負うものとします。 

・ 本書の情報の内容に関しては万全を期しておりますが、その内容の正確性および安全性を保証するものではありません。当該

情報に基づいて読者が被ったいかなる損害についても、当社及び情報提供者は一切の責任を負いません。 

・ 本書内でご紹介している銘柄は、「推奨銘柄」ではありません。あくまでも、トレード技術を習得するための「材料・教材用の銘柄」

です。また、本書に掲載の情報は、投資の勧誘を目的としたものではありません。 

・ 本書記載の方法やテクニックは利益をもたらすことを、保証あるいは示唆するものではありません。本書掲載の過去の事例は、

必ずしもこれから先の結果を示すものでも、予測するものでもありません。 

・ 本書で使用されているトレード例は、トレード手法やトレード理論をわかりやすく説明するために当会では運用していない銘柄の

チャート図、情報も混在しています。 

・ 本書にて提供される情報は、教育と一般的な情報提供を目的としています。教材の内容は一般的情報であり、投資アドバイスに

は該当しません。 

・ 株式、為替、先物、オプションの取引にはリスクが伴います。当社は本書の情報を使った者の利益や損失の補填を保証すること

はできません。株式、先物、為替、オプションなどの取引には相当のリスクが伴います。取引を行う際には投資家ご自身の判断

で自己責任のもとに行ってください。 

・ ファーストアドバンテージ有限会社は証券及び投資顧問に関する免許を有していません。実際の投資行為に際しては、会計士、

弁護士、専門的アドバイザーなど適切な専門家の意見を求めた上で自己責任のもとに注意深く行ってください。 

 

日本株短期売買研究会 


